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建築工事 特記仕様書１
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Phone  0265 - 79 - 2685   Fax  0265 - 79 - 2685

R 02 ・07

令和２年度 みのわ天竜公園 公衆トイレ 建築工事

20003

D-11
D- 1

〒399-4601長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪11943-2

・　無）・　有（内容：

濁水・湧水処理のための特別な対策の必要性

(3.3.1)

・　構内指示の場所にたい積する。

・　構内指示の場所に敷きならす。

受入れ施設名・所在地（km）

・　構外指示の場所に搬出する。

(3.2.5)・　構外に搬出し適切に処理する。３．建設発生土の処理

４．山　留　め

５．濁水・湧水処理対策

・　プレストレストコンクリート杭（ＪＩＳ規格品）　　　・　Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

(4.3.2)杭の種類１．既成コンクリート杭

※　設ける ポリエチレンフィルム厚0.15㎜重ね幅縦横とも250㎜以上とし、地中梁がある場合は、250mm以上

のみ込みとする。

・　設けない

※　設ける ポリスチレンフォーム３種b　厚25mm＋砂30mm敷き込みとし、施工範囲は建築工事標準詳細図

（国土交通省大臣官房営繕部監修　平成１３年度版）図７－０１－３による

・設けない

(4.6.6)

(4.6.6)

(7.2.1)

材　　　　　質 規　　　　　格

・ ＪＩＳ規格品

３．鋼材の種別

※　下記のグレード以上の性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通省の認定を受けた工場 (7.1.3)

・Ｓ　　　・Ｈ　　　・Ｍ　　　・Ｒ　　　・Ｊ

・本物件と同等規模構造の施工実績を有している工場で、監督職員の承諾する工場

・適用する　　　※適用しない (7.1.4)

１．鉄骨の製作工場

２．施工管理技術者

(5.3.4)

接　合　方　法 径(㎜) 施　工　箇　所

・重ね継手 Ｄ１６以下

※ガス圧接 Ｄ１９以上 はり　柱の主筋

(5.3.5)

施　工　箇　所　等 表5.3.5の値に加える寸法(㎜)

(5.2.1)

規　格　名　称 種　類　の　記　号 径　　(㎜)

鉄筋コンクリート用棒鋼 ※　ＳＤ２９５Ａ ※　Ｄ１６以下

※　ＳＤ３４５ ※　Ｄ１９以上

３．鉄筋の継手

４．耐久上不利な箇所の鉄

筋のかぶり厚さ

５．杭頭の補強

６．柱の帯筋

７．はり貫通孔の補強

１．鉄筋の種別

２．溶接金網

８．圧接完了後の抜取試験

普通コンクリート（ＪＩＳ　Ａ5308によるＪＩＳ表示許可工場の製造品）

Ｆｃ　(Ｎ/mm２) 適　　用　　箇　　所

※　２１

種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

(6.2.3)

(表6.2.3)

種　　　別 施　　工　　箇　　所

・　Ａ　種

※  Ｂ　種

・　Ｃ　種

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 (6.3.2)

(6.9.3)

せき板の種類 板　　厚(mm) 適　用　箇　所

※　合　　板 ※ １２　　・　

・　適用する

(6.11.1)(表6.11.1)

種　　別 適　用　箇　所 所要気乾単位容積質量（ｔ／ｍ3）

適用期間　コンクリート圧縮強度が５Ｎ/mm２に達するまで行うこと。 (6.12.1)

適用箇所は6.14.1による他、下記による。 (6.14.1)

適　　　用　　　範　　　囲

(6.17.1)(6.17.3)

種　　　別 ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ(cm) 流動化ｺﾝｸﾘｰﾄのｽﾗﾝﾌﾟ(cm) 使　用　箇　所

普通コンクリート ・１０　・１２　・１５ ・１８　・２１

１．設計基準強度

７．軽量コンクリート

(6.1.4)

<6.1.5>(表6.1.1)

※Ｈ形 (別図2.2)(図2.2)

(別図7.1)(表7.1～7.3)

試験方法　　※超音波探傷試験　・引張り試験 (5.4.9)

補強形式　　　※Ｈ３形以上　　・Ｍ型　　・ＭＨ型

13．特別な材料の工法

14．建築基準法による風圧 (13.2.3)(13.3.2)(13.5.2)(14.7.2)(16.13.5)

適　　　用　　　工　　　事 建　築　基　準　法　の　指　定

・　金属板葺 ・　折板葺 風速(ＶO) 　　　　　※　３０　　　・　

・　粘土瓦葺 ・　アルミニウム笠木 地表面粗度区分　　　・　Ⅱ　　　　・　Ⅲ

・　ガラスブロック ・ 多雪地域の指定　　　・　有　　　　・　無

15．設　計　Ｇ．Ｌ． ※　図　示 ・　現状平均地盤高

16．技　　能　　士

クロス類　　　　　　　　　　　　　　　：壁装材料協会規格(ISM)適合品又は同等品

内装工事に使用する塗料及び接着剤　　　：化学物質等製品安全データシート(MSDS)等にホルマリン不使用が

明示されたもの

・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

測定は，測定する者及び使用する測定機 器等の測定仕様等に定めるものの他，以下のとおりとする。

採取方法：　　３０分間換気後、対象室内を５時間以上密閉した後、吸引方式では３０分間、拡散方式では

８時間以上採取する。

測定方法

ホルムアルデヒド：　DNPH-HPLC法等の精密測定法又は同等の精密法として監督職員の承諾を受けた方法

トルエン、キシレン：固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法の３種の方法のいずれか

を用いて採取し、ガスクロマトグラフィー－質量分析法

測定結果等報告書の提出：測定後は，厚生労働省が定める濃度指針値以下であることを確認し、気温・湿度（室

外・室内），天候，風の状況，日射進入状況，測定月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事完成時か

ら測定日までの日数，測定濃度，測定方法及び使用した測定機器を明示した報告書を１部提出する。

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は、引き渡しを受けない。

普通合板，複合フローリング等　　　　　：日本農林規格(JAS)Ｆ☆☆☆☆

パーティクルボード，ＭＤＦ(中質繊維板)：日本工業規格(JIS)Ｆ☆☆☆☆

※キシレン　　　　（濃度指針値0.20ppm）

・ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ　（濃度指針値0.04ppm）

※トルエン　　　　（濃度指針値0.07ppm）　　※エチルベンゼン　（濃度指針値0.88ppm）

測定対象物質：※ホルムアルデヒド（濃度指針値0.08ppm）　　※スチレン　　　　（濃度指針値0.05ppm）

・下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配置する。

※下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能士を配置する。

・技能士を適用しないとした職種でも、１級、２級又は単一技能士の配置に努めること。

コンクリート工事

防水工事

適　用　技　能　士　検　定　職　種（作　業）適用工事種別

以下の該当工事

鉄筋工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事

鉄骨工事

石工事
タイル工事

木工事

・鉄筋施工（鉄筋（加工）組立作業）
・型枠施工

・ブロック建築　・エーエルシーパネル施工

・塗膜防水工事作業　・シーリング防水工事作業
・アスファルト防水工事作業　・シート防水工事作業

・タイル張り

・建築大工作業

塗装工事

屋根及びとい工事
金属工事

・石材施工（石張り作業）

左官工事
建具工事

カーテンウォール工事

・とび

・該当する作業がある以下の職種（作業）のすべて

・ビルサッシ施工作業　・ガラス施工　・自動ドア施工

・建築板金（内外装建築板金作業）

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）
・左官作業

内装工事

植栽工事

・カーテンウォール施工　・ビル用サッシ施工　・ガラス施工
・塗装（建築塗装作業）

・表装（壁装作業）　・畳製作
・プラスチック系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業

・造園

内容：日誌，天候，工事進捗状況，工事進捗状況写真，その他監督職員の指示する事項

工事経過報告書を、毎月１回監督職員に提出する。17．工事経過記録

18．完成図等

・

・ＪＩＳ形高力ボルト　　　　　セットの種類　　※２種(F10T) ・

・溶融亜鉛めっき高力ボルト　　セットの種類　　※１種(F8T相当) ・

完全溶込溶接部の試験は超音波探傷試験とし、下表による。 (7.6.11)

溶接の区分 AOQL(％) 検査水準 備　　　考

工場溶接 ・2.5　　※4.0 ※６　　・　

現場溶接

(7.9.2)(7.9.4～6)

種　　　別 材料及び工法製造所 備　　　考

・ラス張モルタル １５章２節による

・耐火材吹付け 建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの

・耐火板張り 建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの

４．高力ボルト

種　　　別 適　用　箇　所

・　Ａ　　種

※　Ｂ　　種

・　Ｃ　　種

及び埋込み工法

(7.12.3)(14.2.3)

亜鉛めっき 適　用　箇　所

※　　Ａ　　種

(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

種　　　別 適　用　箇　所 柱底均しモルタル

※　　Ａ　　種

7.2.9及び7.10.3による・　　Ｂ　　種

６．錆止め塗装 ※　適用する　　・適用しない （7.8.2)

７．耐火被覆

８.アンカーボルトの保持

９．柱底均しモルタル

10．溶融亜鉛めっき

１．補強コンクリートブロ ブロックの種類 (8.2.2)

※　空洞ブロック　１６ック造

(7.2.4)(7.10.3) (表7.10.1)

２．コンクリートブロック ブロックの種類 (8.3.2)(表8.3.1)

帳壁及び塀 ※　空洞ブロック　１６（ただし、設備配管用裏積等は空洞ブロック　０８とすることができる）

３．ＡＬＣパネル (8.4.2)(8.4.4～6)

工　　法 パネル種類 厚さ 幅 種　　　別 施工箇所 耐火指定

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種
・外壁パネル工法

・Ｄ種　・Ｅ種

・間仕切りパネル ・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

工法 ・Ｅ種　・Ｆ種

・屋根及び床パネ

ル工法

３．押し出し成形セメント (8.5.2)(表8.5.1)(表8.5.2)

板 工　　法 パネル種類 厚さ 幅 種　　　別 施工箇所

・外壁パネル工法 ・Ａ種　　・Ｂ種

・間仕切り壁パネル工法 ・Ｂ種　　・Ｃ種

耐火指定

２．合成高分子系ルーフィ (9.4.3)(表9.4.1)

厚さ　(㎜) 施　工　箇　所 保護塗料（露出）ングシート防水 種　　別

・Ｓ－Ｆ１ ※1.2 ・ ※カラー　・シルバー

・Ｓ－Ｆ２ ※2 ・ ※カラー　・シルバー

・Ｓ－Ｆ３ ※2 ・

・Ｓ－Ｍ１ ※1.2 ・ ※カラー　・シルバー

・Ｓ－Ｍ２ ※1.5 ・

・脱気装置　　（材質：　　　　　　数量：　　　　　）

・絶縁シート　（発泡ポリエチレンシート）

・その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～8)１.アスファルト防水

種　　　別 施　　　工　　　箇　　　所

・　ＡⅠ－２

・　Ａ－２

・　Ｅ－１

アスファルトの種類　　JIS K2207規格品　　　※３種

押さえ金物（※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　　　　　　　　　）

・断熱材 ※押出法ポリスチレンフォーム３種ｂ　　厚さ(㎜) ・25　　・30　　・50

・脱気装置(材質　・　　　　数量・　　　　　　)　適用防水種別（・　　　　　）

・溶接金網（規格　　　　　　　　　　　　　　　　）

・伸縮調整目地(※成形伸縮目地　　･　　　　　　　)

製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３. 塗膜防水 (9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

種　　　別 施　工　箇　所 保護塗料（露出）

・ウレタン系 ・Ｘ－ ※カラー　・シルバー

・ゴムアスファルト系 ・Ｙ－

・脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　設置数量：　　　箇所）

４．シーリング ※被着体との組み合わせは（表9.6.1）による。

５．防水保証 アスファルト防水及び合成高分子系ルーフィングシート防水の保証期間は、引渡し日より１０年間とし施工業者

との連名の上、保証書を提出する。

１．石　　　材 (10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

石材の種類 品　質 施工箇所 工　法 産地・名称 仕上の種類

２．汚れ防止 床のワックスかけ ・　行う ・行わない (10.1.5)

１．タイル タイルの種類 (11.2.1)

形　状 き　　　じ うわ薬 役　　物 色
施　工　箇　所 寸　法

磁　器 せっ器 陶　器 無釉 施釉 あり なし 標準 注文(㎜)

タイルの見本焼き ※　行わない ・　行う (11.2.1)
２．タイル下地コンクリー 後張りタイル下地コンクリート素地面の処理 (11.3.3)

ト ・　行う（下記のいずれかとする） ・　行わない

素地表面処理の工法 下地モルタル 適　用　箇　所

ＭＣＲ工法 共仕15.2.5(C)

ＭＣＲ工法 ポリマーセメントモルタル

目荒し工法（高圧水洗） 共仕15.2.5(C)

目荒し工法（高圧水洗） ポリマーセメントモルタル

ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし共仕6.9.3(e)による

目荒し工法の高圧水洗は共仕15.2.4(C)による

ポリマーセメントモルタルの調合は共仕15.2.3(b)による。

共仕11.1.4(b)接着力試験の引張接着強度は0.6Ｎ／ｍ㎡以上とする。
３．陶磁器質タイル張り 内装タイルの工法 (表11.3.2)

※　積上げ張り 施工箇所（ ）

※　接着剤張り 施工箇所（ ）

外装タイルの工法 (表11.3.2)

※　密着張り 施工箇所（ ）

・　先 付 け 施工箇所（ ）

ユニットタイルの後張り工法 (表11.3.2)

※　マスク張り

１．木　材 代用樹種を使用しない箇所 (表12.2.3)

※　なし ・　あり（ ）

２．集成材 造作用集成材12.2.2.(2)による

見　掛　か　り そ　の　他
等　　　級

※　１等 ・　２等 ※　１等 ・　２等

単 材 の 樹 種

単材の厚さ(mm) １０～１５ １０～１５

３．接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は，難揮発性のものとする。 (12.2.6)

４．木材保存剤 木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は，非有機リン系のものとする。 (12.2.8)

防腐・防蟻処理の方法
工場における加圧式とし，十分に乾燥を行う。ただし，現場における加工が生じた場合には，加工した箇所に対し，
現場にて木材保存剤を塗布する。

２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は、共に適用する。

章 項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１．適 用 基 準 等

２．工事実績情報の登録 ・　適用しない (1.1.4)

３．施工体制 下請契約の総額が4,500万円を超える場合は，施工体制台帳及び施工体系図を提出する。

４．発生材の処理等 ・引渡しを要するもの（ ）

・特別管理産業廃棄物（ ）

受入れ施設名・所在地(km)

・再生資源化を図るもの

種　　　類 受 入 れ 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・　ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・　ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・　建設発生木材

・  建設汚泥

・現場において再利用を図るもの（ ）

・その他の廃棄物（安定型)( ）

受入れ施設名・所在地(km)

・その他の廃棄物（管理型)( ）

受入れ施設名・所在地(km)

※再生資源利用計画等の提出

完了時に建設副産物の処理結果報告書を監督職員に提出する。

工事現場に搬入するもの 土砂，砕石，加熱アスファルト混合物

工事施工により発生するもの 建設副産物

建設リサイクル法

・　対象工事

・　対象外工事

落札が決定した業者は、分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当

する別表及び工程表を作成し、契約締結前に、契約担当者等に説明書を提出するものとする。

また、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に基づ

いて書面により報告すること。

５．電気保安技術者 ・　適用する ※　適用しない (1.3.3)

６．施　工　条　件 関連工事による施工時期の調整 ・　有（内容： ） (1.1.7)

・　無

施工時期・時間の制限 ※　指定しない (1.3.5)

部位別施工順序 ※　指定しない ・　図示による

工事用車両の駐車場所 ・　有（図示）

資機材置場所 ・　有（図示）

関係機関等との協議の未成立事項 ・　有（内容： ）

・　無

関係機関等との協議結果・特定条件の付加 ・　有（内容： ）

・　無

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

７．公　害　対　策 (1.3.7)

※建設機械の排出ガス対策

次の建設機械（ディーゼルエンジン（出力7.5kw～260kw）を搭載したものに限る。）は，排出ガス対策型を使用

する。なお，施工実施にあたり，排出ガス対策型を使用しない場合は，変更契約の対象とする。

バックホウ，車輪式トラクタショベル，ブルドーザ，可搬式発動発電機，可搬式空気圧縮機，

油圧ユニット（基礎工事用で独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載したもの），

ローラ（ロードローラ，タイヤローラ，振動ローラ），ホイールクレーン

８．安　全　対　策 交通安全施設等の指定 ・　有（図示） ※　無 (1.3.7)

占用埋設物との近接工事による施工方法，作業時間の制限

・　有（内容： ） ※　無

安全訓練等の実施 ※　実施する ・　実施しない

工事着手後，原則として作業員全員参加により，月当たり半日以上の時間を割り当て安全訓練等を実施する。

９．環　境　対　策 ・　ＩＳＯ１４００１対象工事 施工計画書中の環境対策の項目に環境配慮計画書を記載し，現場においては

特に環境に配慮する。

・　対象外工事

・　行う（内容： ） ・　行わない (1.3.7)

11．事　故　報　告 工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するとともに，別に指示する

「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。

12．建築材料等

(1.3.10)

(1.4.2)
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に基づき，再生資源の利用計画等を施工計画書に含め監督職員に提出し，また，工事

次のものの利用及び処理を行う場合は，＊＊＊建設副産物処理設計積算要領（平成＊＊年＊＊月＊＊日付）

(1.1.5)

(1.3.8)

(1)完成図 (2)施工図

(3)工事写真

※ 完成原図（折りたたみケース収納）　　１部

※ 完成図CADデータ(SFC)もしくは、PDFデータ

※ 施工図CADデータ(SFC)もしくは、

PDFデータ

※ 工事用アルバムA4版ポケット式程度 ２部

※ 青(白)焼２つ折製本　　　　　　　 ２部

※ 施工原図（折りたたみケース収納） １部

３
　
土
　
工
　
事

受入条件

発生場所

㎡Ｃ種の場合    建設発生土受入数量

(3.2.3)(表3.2.1)種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

）放 流 先　　　※　指定しない　　・　指定する（内容：

(3.2.2)）排水方法　　　※　指定しない　　・　指定する（内容：１．雨水及び湧水等の排水

２．埋戻し及び盛土の種別

請負者は電波法令を遵守し、不法無線局を搭載した車両を使用してはならない。

の下請負人を含む。）が上記同様の義務を負う旨定める。

本工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請工事の受注者（当該下請工事の一部に係る二次以降

ておく。

則を作成するとともに賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行っ

公共事業労務費調査の対象工事となった場合に正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従って就業規

本工事の工期経過後においても同様とする。

調査票等を提出した事業所を事後に訪問して行う調査・指導の対象に該当した場合、その実施に協力する。また、

必要な協力を行う。また，本工事の工期経過後においても同様とする。

・※　工事着手から工事目的物引き渡しまで保険期間

・※　建設工事保険※　火災保険保険の種類

工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して監督職員の承諾を受ける。

施工範囲　　各工事の区分表による。

・　作成しない

・

（台紙寸法323×270程度）・  　部・  六切り・　白黒

・フリーアルバム・　２Ｌ

※工事用アルバムA4版ポケット式程度※　Ｌ※　カラー

提  出  様  式部  数撮影箇所数サイズ分　類

本工事が公共事業労務費調査の対象工事となった場合，調査票等に必要事項を正確に記入し監督職員に提出する等、

19．完　成　写　真

20．設備工事との取合い

21．火災保険等

対する協力

23. 不法無線局の排除

22．公共事業労務費調査に

※　作成する

・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）

※指定しない　　・指定する（図示）

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

・　設置しない

・　枚設置枚数　　※　１枚

設置枚数　　１枚

※　備品（ ）

※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

(表2.3.1)

・配置しない・配置する（　　ヶ月　×　　人　＝　　　人月）

・金網養生枠※シート張り

・シートゲート（H=　　W=　　）×　　箇所

・単管シート(H=　　)・波形鉄板(H=　　)・万能鋼板　(H=　　)

仮囲いの位置及び延長は図示による。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成15年4月策定）」により、設置

については「手すり先行工法による足場設置基準」（ガイドライン別紙）による「働きやすい安心感のある足場」と
すること。

なお、改善装置機材による場合は、手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するように努めること。

１.仮囲い

２.危害防止

３.交通誘導員

４.監督職員事務所

５.工事表示板

６．事業コスト表示板

７.工事用水

８.工事用電力

９.工事用通路

10．足場等

11．その他の仮設

２
　
　
　
仮
　
　
　
　
設
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

により設置する。

により設置する。

※　営繕工事における工事及びコスト表示要領（＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊）

・　営繕工事における工事及びコスト表示要領（＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊）

※ 詳細については、協議による

※　２部

・各室:２枚程度

・外観:４面

・外観及び各室

打合せによる。

・　１８

・　１５

２．レディーミックスコン

３．スランプ

４．打放し仕上げの種類

５．セメントの種類

６．型　　　　枠

クリート

・SS400　　・SSC400　　・STKR400　　・BCR295

本　杭

試験杭

長さ（ｍ）及び種別杭径（mm）記号 セット数 備　　考設計支持力

接　手 ※　アーク溶接接手又は旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された無溶接接手 (4.3.6)(4.4.4)

先端部形状 ・　閉塞平坦型 ・  開放型 (4.3.2)(4.4.2)

杭の施工法

・　掘削打撃併用工法 プレポーリングの掘削深さ 現地盤－ ｍ

オーガー径　　杭径－５０ｍｍ程度 (4.3.3)(4.4.3)

・　セメントミルク工法 (4.3.4)

・　特定埋込杭工法（旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された工法）

コンクリートの種別　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種 (4.5.3)(表4.5.1)

掘削工法　　　　・　アースドリル工法　　※　安定液使用 (4.5.4)

・　リバース工法

・　オールケーシング工法　孔内の水張り　　※　行う　・　行わない

杭打機の種類

ハンマーの種別 ・　油圧パイルハンマー ・　ドロップハンマー

バイルドライバー ※  三点支持式クローラークレーン

騒音・振動の測定 ・　行う ※　行わない 

(4.3.5)

２．場所打ちコンクリート

工　法（ ）

・鉛直載荷試験　　・水平載荷試験　　　　[位置及び載荷荷重等は図示による]

※平板載荷試験　　・　　　　　　　　　　[位置及び載荷荷重等は図示による]

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様

・　構造特記仕様書

・　電気設備工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の　印のもので構成する。

・　外構工事特記仕様書

・公害防止（騒音，振動，水質等）の施工方法，機械施設，作業時間等の制限についての施工条件

（内容： ）

・　打合せによる

打合せによる

・　ホルムアルデヒド仕様

使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。

これらと同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受ける。

※　本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，

少ないものの使用に努める。

・　本工事に使用する材料は、揮発性有機化合物等（VVOC,VOC等）の放散しないもの又は放散量の

10．工事現場のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ

力等の指定

※ 上記は分離発注の場合においても、他工事図面の合本を原則とする

打合せによる。

地業

杭地業

図示

※　再生クラッシャラン　　　・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (4.6.2)

・　無

・　無

打合せによる

打合せによる

打合せによる

建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法とする。

(データ形式は打合せにより決定)
(データ形式は打合せにより決定)

基礎，柱，梁，土間，スラブ，壁　　　※　１８cm

捨てコンクリート　　　　　　　　　　※　１５cm　　　・　１８cm

８．寒中コンクリート

９．無筋コンクリート

10．流動化コンクリート

測定する室等：（ ）

※ 青(白)焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　２部

・　解体工事特記仕様書
４. 地盤改良

５. 杭の載荷試験

６. 地盤の載荷試験

７. 床下防湿層

８．土間コン下断熱材

９．砂利地業

）３. 鋼管杭 工　法（

10 特記仕様書の範囲

 (5.2.2)

使用箇所（ ）

※JIS G 3551規格品　　線径(㎜)　   ×　網目(㎜)

(別図1.1)(図1.1)・　Ａ形      ・　Ｂ形　　※　図示

※　適用しないＭＣＲ工法用シート

・　床型枠用鋼製デッキプレート

・　断熱材兼用型枠

・　金属製型枠パネル

・SN400　　・SN490C 　 ・STK400

(7.2.2)※トルシア形高力ボルト　　　　セットの種類　　※２種(S10T)

５．溶接部の試験

２a．シート防水

(以下「改修標準仕様書」)による。

３）特記事項に記載の(　)内の表示番号は、建築工事標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

９　別 途 工 事

(分離発注の場合においても、他工事図面の合本を原則とする)

８　着工前の提出

５　敷　地　面　積 ㎡

Ⅰ　工  事  概  要

２　工　事　場　所

４　主　要　用　途

１　工　事　名　称

３　用 途 地 域 等

６　工 事 の 概 要

防火地域等（・防火　・準防火　・指定なし　・２２条）

その他の地域・地区（

都市計画区域（・内　・外）　用途地域（ ）

）

無指定

７　注 意 事 項

捨てコンクリート

基礎・スラブ

建築工事 特記仕様書

白焼（Ａ３版）２つ折製本２部を工事打合せ用として提出のこと

※ 青(白)焼２つ折製本　　　　　　　　　２部

上伊那郡 箕輪町 みのわ天竜公園内

令和２年度 公衆トイレ 建築工事

公衆便所----[０８３１０]

[建築基準法 特殊建築物に該当しない]    [消防法 別表第１--15項](公衆便所)

新築　　　　ＲＣ造（ＰＣ） 　　　　平屋建て

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて公共建築工事標準仕様書(建築工事編)[国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版]

(以下「標準仕様書」)及び、公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)[国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 最新版]

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・　工事写真の撮り方 建築偏（最新版）

１ヶ所
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単

層

複

合 ・　接着工法

・　接着工法

・ひのき

・さくら

・なら

・ひのき

・さくら

・なら

材　種 工　　　　法 塗　　装類　　　別

・　フローリングボード

・　フローリングブロック

・　モザイクパーケット

※　複合１種フローリング

・　複合２種フローリング

・　複合３種フローリング

(種別　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種)

(種別　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種)

・　モルタル埋込み工法

※　釘留工法

※　釘留工法

※　ウレタン樹脂ワニス塗り

・　生地のままワックス塗り

・　既塗装品

※　ウレタン樹脂ワニス塗り

・　生地のままワックス塗り

・　既塗装品

８．フローリング張り

(19.6.2)(表19.6.1)畳の種別 ・　Ａ種 ※　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種９．畳　敷　き

(19.7.2)(19.7.3)(表19.7.1)

規格番号厚　　さ（mm）

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｄ

けい酸カルシウム板

(繊維強化セメント板)

0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

グラスウール吸音ボード

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

ロックウール化粧吸音板

(吸音材料) ＤＲ

せっこうボード

(せっこうボード製品)

シージングせっこうボード

(せっこうボード製品)

化粧せっこうボード

(せっこうボード製品)

化粧せっこうボード

(せっこうボード製品)

天井

普通

立体模様

壁

天井

壁

天井

壁

壁

天井

ガラスクロス(JIS A 3414

EP18程度)額縁張り品

※ 内部用

・ 軒天用

(色　　※　白　・　黄)

木目模様

木目模様（裏桟付き）

種類又は記号 種別など

・　15 　(不燃）

・　 9.5（準不燃）

・　 9.5（準不燃）

・　 9.5（準不燃）

・　 9.5（準不燃）

・　 9.5（準不燃）

※　12.5（不燃）

※　12.5（不燃）

※　12.5（不燃）

・　 8　（不燃）

・　10　（不燃）

・　12　（不燃）

・　 6　（不燃）

・　12　（不燃）

25　（不燃）

※　 9　（不燃）

・　12　（不燃）

・　12　（不燃）

・　15　（不燃）

・　19　（不燃）

9.5（不燃）

JIS A 5430

(タイプ2)

JIS A 6301

(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

せっこうボードの目地処理 ・　継目処理工法

・　突き付け工法

・　突き付けＶ目地工法

・　目透し工法

11．遮音シール材 ・　アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド (19.7.2)

品質は参考商品名である。

12．壁紙張り (19.8.2)

防火性能の級別

・　１級

・　１級

・　１級

・　１級

・　２級

・　２級

・　２級

・　２級

施　工　箇　所 品　　　　　質

※　施工範囲は建築工事標準詳細図７－０１による

13.断　熱　材

難燃性　・２級　※３級

JIS A 9526による

JIS A 9511の規格品

厚さ(mm)

※　25

・

※　20

・

下記以外

接地部分及び

屋根防水部分

ピット内部

・

押出法　２種ｂ

押出法  ３種ｂ

(スキン層付き)

現場発泡断熱材

(特定フロンによ

るものを除く)

・

(発泡プラスチック保温材)

※　ポリスチレンフォーム

・　吹付け硬質ウレタンフォーム

保温材

１．フリーアクセスフロア 施工箇所　　（

耐 荷 重

構　　法

高　　さ

適用地震時水平力

床仕上材

ボーダー部

床表面仕上げ材の品質は内装工事による。

配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。

(20.2.2)）

・　３００Ｎ

・　パネル構法（支柱分離式）

Ｈ＝

※　０.６Ｇ

・ タイルカーペット

・　５００Ｎ

・　溝構法

・　１.０Ｇ

※　一般部分の仕様に準ずる ・　図示による

・　帯電防止タイル（・　置き敷き　　・　圧着）

２．可動間仕切

（パーテーション）

３．移動間仕切

（スライディングドア）

４．トイレブース

構造形式による種類

構成材の種類

パネル表面材

遮音性

防火性能

パネルの操作方法による種類

遮音性

防火性能

表面材

幅　木

フレーム

扉

パネル表面材の材質及び仕上げ

パネル圧接装置の操作方法

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

スタッド式密閉形

アルミニウム合金系又はスチール系

不燃

規定しない

ハンドル回転式又はワンタッチ上下式

不燃

材質，寸法等は図示又は製造所の仕様による

メラミン化粧板（標準色）

ステンレス製 H＝６０

アルミ製

厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，帽子掛け戸当たり付き

材　種

（床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

５．階段滑り止め

（ノンスリップ）

(20.2.6)

取り付け方法 ※　接着工法 ・　埋込み工法

ステンレス（ＳＵＳ３０４）ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

６．床目地棒 ステンレスＦＢ（ＳＵＳ３０４）　５～６×１２ (20.2.7)

・　曲面形式 ・　平面 (20.2.8)

８．鏡 耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き (20.2.9)

ステンレス製　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品衝突防止表示

誘導標識

室名札

市販品

(20.2.10)９．表　示

10．煙突ライニング材 煙突用成形ライニング材 安全使用温度　４００℃ (20.2.11)

形　　　　　式

11．ブラインド (20.2.12)

スラット

開閉方式

スラットの成形（mm）

・　縦型ブラインド

・　８０

※　クロススラット

※　２本操作コード方式

※　横型ブラインド

※　アルミニウム合金

※　ギヤー式

※　２５

・　コード式

・　１００

無地で製造所仕様の標準タイプ

12．ロールスクリーン 操作方式

スクリーンの生地

・　ワンタッチ式 ※　チェーン式 (20.2.13)

・

13．カーテン

引分け装置

※手引　・ひも引　・電動

※手引　・ひも引　・電動

形　　式

・片引き　・引分け

・片引き　・引分け

※箱ひだ、つまひだ ・

※箱ひだ、つまひだ ・

ひ　だ　の　種　類名称・品質など

(20.2.14)(表20.2.1)

カーテンボックス

14．カーテンレール (20.2.14)材　質

形　状

・　アルミニウム製

・　Ｃ型

※　ステンレス製

※　Ｄ型又は角型

表面処理 ※　Ａ－１種又はＢ－１種 ・　Ａ－２種又はＢ－２種15．アルミニウム製

(19.9.2)(19.9.3)

焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上

３６dB以上

製造所仕様の化粧鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上

３６dB以上

取り付け用あと施工アンカー

(19.5.2～～7)(表19.5.3～4)

・　５０ ・　８０

４．鋼製建具

建具寸法が共仕16.3.4(a)を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

簡易気密型ドアセット

外部に面する建具の耐風圧性 ※　Ｓ－４

(16.3.2)(16.3.4)(16.3.6)(表16.3.2)

・　Ｓ－５

※　使用する ・　使用しない

出入口

窓

区　　分

戸

枠類

枠類

中骨

使　用　箇　所

枠，方立，無目

一般部分

表１６．３．２に同じ

２．３

表１６．３．２に同じ

厚さ　(mm)

２．３

上記以外

標準型鋼製建具 ・　使用しない※　使用する

５．鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット

戸の鋼板

標準型鋼製軽量建具 ※　使用する ・　使用しない

標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり

(16.4.2～4)(表16.4.1)・　使用しない※　使用する

※　表面処理亜鉛めっき鋼板

・　ビニル被覆鋼板

・　カラー鋼板

・　アルミ製※　鋼製

表面処理 ・　ＨＬ

鋼板の曲げ加工 ※　普通曲げ

(16.5.2～5)６．ステンレス製建具

７. 木製建具 (16.6.2)かまち戸の樹種

ふすまの上張り

ふすまの種類

かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

※　新鳥の子程度又はビニル紙程度

※　戸ふすま ・　在来型 ・　チップ型

・

８．建具用金物 マスターキーの作成 ・　要 ・　不要 (16.7.4)

９．自動ドア開閉装置 センサーの種類

凍結防止装置

全半開装置

・　光線式（反射）スイッチ

・　タッチスイッチ

・　要

※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　） ・　設けない

(16.8.3)(表16.8.3)・　マットスイッチ式

・

※　不要

(16.10.2)※　一般重量シャッター

・　屋内用防火シャッター　

・　外壁用防火シャッター

・　防煙シャッター

・　上部手動式※　上部電動式（手動併用）開閉機能による種別

シャッターケース（防火、防煙以外の場合） ・　設ける

耐風圧性能（JIS A4705による強さの区分） ・　５０ ・　８０

・　設けない

・　１２０

10．重量シャッター

11．軽量シャッター (16.11.2)開閉機能による種別

耐風圧性能（JIS A4705による強さの区分）

シャッターケース ・　設ける

スラットの形状 ※　インターロッキング形 ・　オーバーラッピング形

・　設けない

(16.12.2)(16.12.3)

材　　　　質 耐風圧性能

・　　５０

・　　７５

・　１００

・　１２５

開閉方式 収納形式

※　スチールタイプ

・　アルミニウムタイプ

・　ファイバーグラスタイプ

※　バランス式

・　チェーン式

・　電動式

※　スタンダード形

・　ローヘッド形

・　ハイリフト形

・　バーチカル形

ガイドレール

※　溶融亜鉛メッキ鋼板

・　ステンレス鋼板

13．ガラス (16.13.2)(16.13.3)外部のサッシュに使用するガラスは、所定の耐風圧性能を有すること。

熱線反射ガラスの映像調整 ・　行わない・　行う

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の防火性能の認定を受けたシーリング材とする。

・　ガスケット(可動アルミ建具に限る)※　シーリング

ＪＩＳによる区分14．ガラスブロック

（中空）

(16.13.5)

厚さによる区分

・　　８０

・　　９５

・　１２５

モジュール呼び寸法による区分（長さ×高さ）

・　１６０×１６０

・　３２０×３２０

・　２５０×１２５

・　２００×２００

・　３２０×１６０

表面形状による区分

正方形

長方形

・　かど出し曲げ

種　類

・　６５

12．オーバーヘッドドア

３．ビニル床タイル

２．化粧ビニル床シート

５．視覚障害者用床タイル

４．特殊機能床材

床　　　材

材　　　　　　　　　質

６．ビニル幅木

７．カーペット敷き

上記以外はすべてビニル床シートに同じ

JIS Ａ5705を満たす材料で，表面は印刷シートに透明表層を有した木目又は石目調のもの

(19.2.2)

・　ホモジニアスビニル床タイル

種類の記号

ＮＣ又はＮＦ

色 　柄

・　石目調 ・　右記の室（

※　木目調

厚さ（mm）

※　化粧ビニル床シート部すべて

）

熱 溶 接 工 法

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)・　タフテッドカーペット

厚さ（mm）

２.０

※　半硬質 ・　軟質

色　柄

サンド調

※　コンポジションビニル床タイル

種　　　　　　　　　　類

置き敷き

工　法

帯電防止ビニル床タイル JIS Ａ5705によるHT程度

品　　　質 厚さ（mm）

４～５ ５００×５００

寸法（mm）

・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系

※　軟質

・　６０

材　種

高　さ（mm）

厚　さ（mm） ※　２.０

・　硬質

※　７５

・

・　溶接

・　１００

－

－

品質等

ガラスの種別

・　一般ガラス

・　乳白カラス

・　カラーガラス

・　熱線反射ガラス

・　規定しない

・　有

（　　　分間）

耐　火　性　能金　属　枠

（表面処理　　　　　　　　）

（表面仕上　　　　　　　　）

・　アルミニウム製

・　ステンレス製・　グレー

・　白

目地色柄

・　無

・　有

１．カーテンウォールの性

能

(17.1.3)(17.2.2)(17.3.2)

材　　種

耐風圧性

耐 震 性

水 密 性

気 密 性

耐 火 性

耐温度差性

遮 音 性

断 熱 性

材質等性能の確認方法

シーリング材

構造ガスケット

ガ ラ ス

断熱材料

枠見込み

表面仕上げ

カーテンウォール種別 ＰＣカーテンウォールメタルカーテンウォール

１．一般事項 屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定のあるものとする。 (18.1.3)

１．ビニル床シート JIS Ａ5705による (19.2.2)(19.2.3)

種類の記号

ＮＣ

・　右記の室（

※　無地 ※　ビニル床シート部すべて

・　マーブル

色　　柄 厚さ（mm）

※　２.０

・　２.５ ）

熱 溶 接 工 法

・　タイルカーペット

品質は参考商品名である

(19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

製造所の仕様による

帯　電　性総厚さ

６.５タイルカーペット全面

接着工法

工　　法バイル形状種　類

第１種

施工箇所

施工箇所

ループパイル

２.０

３００×３００

寸　法（mm）

パイル長さ(mm)

※　全面接着工法

・　グリッパー工法

工　　法 品　　質バイル形状

・　上部電動式（手動併用） ※　手動式

ガラスの止め材

１.金属板葺 (13.2.2)(表13.2.1)

材　　　　　種

２．折板葺 JIS A 6514の規格品 (13.3.2)

材　　　　種

備　考

AL55％

屋根葺形式

※瓦棒葺（心なし）・　カラー亜鉛鉄板　(※片面塗装　・両面塗装) ※0.4 ・

厚さ(mm)

・　フッ素樹脂塗装鋼板

※0.4

※0.4 ・

）

・形　　式　（・　重ね形　　　・　はぜ締め形）

・軒先面戸　（

耐火性能

・　有(30分耐火)

・　無

・　有

・　無

(　　　mm)

断熱材山高及びﾋﾟｯﾁの区分

・　0920

・　1525

・　1730

厚さ

※　0.8

・　JIS　G　3302の屋根用規格品

・　JIS　K　6774のSGのA種規格品

引抜き耐力の確認試験 ・　行う ※　行わない (14.1.3)

２．ステンレス表面処理 ※　ＨＬ　　　・　NO.2B (14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.1)

・ － 種

・ － 種

４．鉄鋼の亜鉛めっき (14.2.3)(表14.2.2)

種　　　　類

・

・ 種

施　　　　工　　　　箇　　　　所

種

種　　　　別

５.軽量鉄骨天井下地 (14.4.2)(表14.4.1)

※　Ｂ-1種

※　使用する

８．アルミニウム製笠木 表面処理 ・　Ａ-1種 ・　Ｂ-2種 ・　Ａ-2種

隅角部及び突当り部の役物の使用

９．手すり及びタラップ (14.8.2)(14.8.3)

手すり

タラップ

HL仕上程度

亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種

外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度

・　ステンレスSUS304

・　鋼　製

ステンレスSUS304

材 料 の 種 別 表 面 処 理 の 種 別

・　セメント系 (15.4.2)

(15.5.2)(表15.5.1～2)

・　せっこう系１．セルフレベリング材

２．仕上げ塗材仕上げ

規　格　名　称

・外装薄塗材　Ｅ

・内装薄塗材　Ｅ

・

種類(呼び名) 仕上の形状

・薄付け仕上げ塗材

※吹付け

・ローラー

工　　法

・外装厚塗材　Ｃ

・内装厚塗材　Ｃ

・外装厚塗材　Ｅ

・

・複層塗材　ＣＥ

・複層塗材　Ｅ

・複層塗材　ＲＳ

※複層塗材　ＲＥ

・複層塗材　Ｓｉ

※吹付け

・こて・厚付け仕上げ塗材

※複層仕上塗材

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・砂壁状

・砂壁状じゅらく

・ゆず肌

・凸部処理

・凸凹模様

※吹付け

・ローラー

・吹付用軽量塗材 ・吹付け

・こて塗用軽量塗材 ・こて塗り

・軽量骨材仕上塗材

複装仕上塗材の耐候性　　　・１種　　・２種　　※３種

溶剤

※水系

・弱溶剤系

外観

※つやあり

※アクリル系

上　塗　り　材

・溶剤系

・メタリック

・シリカ系

樹脂

・ポリウレタン系

・アクリルシリコン系

・フッ素系

３．ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け 吹付け厚さ（mm）　　　※　１０　　　・　 (15.7.3)

製　作

仮　組

※　行わない

※　行わない

・　行う（建具表による）

・　行う（建具表による）

(16.1.4)１．見本の製作等

２．アルミニウム製建具 (16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)(表14.2.1)

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

耐風圧性

・　Ａ　種

・　Ｂ　種

・　Ｃ　種

種　　　別 気密性

Ａ－３

Ａ－４

水密性

Ｗ－４

Ｗ－５

枠の見込み寸法(mm)

７０（引違い，片引き，上げ下げ窓

で複層ガラスの場合１００

１００

表面処理 外部に面する建具

内 部 建 具

・　Ｂ－２種

・　Ｃ－２種

※　Ｂ－１種

※　Ｃ－１種

Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合

防音ドアセット，防音サッシ

適用する場合の遮音性の等級

断熱ドアセット，断熱サッシ

適用する場合の断熱性の等級

耐震ドアセット，耐震サッシ

適用する場合の面内変形追随性の等級

３．網戸 使用方法による区分 (16.2.3)

防虫網(線径0.25mm　16-18ﾒｯｼｭ)

３．アルミニウム及びアル

ミニウム合金の表面処理 色　合施　　工　　箇　　所

溶融亜鉛めっきの付着量試験

電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験

※　行わない

※　行わない

・　行う

・　行う

野縁などの種類

屋外軒裏及びピロティー天井の補強（　　　　　　　　　　　　　　　　）

床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

屋内

屋外

※　１９型

・　１９型

・　２５型

※　２５型

６．軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーなどの種類は、表14.5.1による。 (14.5.3)

７．金属成形板張り 種　別

表面処理

※　割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。

伸縮調整接手 ・　設ける ・　設けない

(14.6.2)

・

・　Ｄ－１

・　適用する

・　Ｈ－２

・　適用する

・　Ｔ－１

・　適用する

・　Ｄ－２

※　適用しない

・　Ｈ－３

※　適用しない

・　Ｔ－２

※　適用しない

・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色) ・ステンカラー

・　Ｔ－３

・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂 ・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316)※合成樹脂

※外面納まりの可動式 ・内部納まりの開き式

１．あと施工アンカー

３．粘土瓦葺

役物瓦の種類種　　　類 大きさ 産　地

・ 提出する

・ 提出しない

耐凍害性資料

４．と　　い

材　　　　種 防　　　　露

）

・　配管用鋼管（ＳＧＰ）

・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

※　表13.6.5により行う　　　　・行わない

・　樋受石（材質・規格

※　第一桝まで接続

５．ルーフドレン 鋳鉄製

(13.4.2)

(13.5.2)(表13.5.1)(表13.5.4)(表13.5.5)

（13.5.3）

(14.7.2)(表14.7.1)

17．くつふきマット

施工箇所

天　井

床

材　　　　種

※　アルミニウム製

・

※　アルミニウム製

・

寸　　　　法

※　４５０×４５０

・　６００×６００

・　４５０×４５０

※　６００×６００

・　額縁タイプ

※　目地タイプ

※　一般形貼物用

形　　式

材　　　　　　種

※　塩化ビニール製又は塩化ゴム製

・　硬質アルミニウム合金製

・　ステンレス製（SUS 304）

受　　　わ　　　く

※　ステンレス製（SUS 304）

・　硬質アルミニウム合金製

※　ＢＬ商品（システム　　※　Ａ－１型 ・ ）トラップ付

※　ＢＬ商品（システム　　※　Ａ－１型 ・ ）バックガード（※　有　　・無）

※　ＢＬ商品（システム　　※　Ａ－１型 ・ ）

※　１段　　　・　２段

形　式

材　種

操作方式

※　テーパー式

※  アルミニウム合金 ・

・　同一断面式　　Ｈ＝

・　ロープ式

ｍ

※　既製品 アルミニウム製枠 表面発泡シート張り

ブロック

屋　外

材　種

高　さ

市販品　　フック数（本） ・・　３０ ・　４０ ・　６０ ・　１００

鋼製　　既製品

アルミ製　　既製品

１．グレーチング

２．鋳鉄製マンホールふた

※　鋼製 ・　ステンレス製

簡易密閉式とし，表面には用途別の標準文字付きとする。

(21.2.2)

(21.2.2)

※　使用する ・　使用しない１．再　生　材 (22.1.3)

遮　断　層

用材料 凍上抑制層 ※　再生クラッシャラン

※　川砂・海砂又は良質な山砂

・　切込砂利又は切込砕石

(22.2.3)

路床の盛土材料２．盛土材料 （　　　　）種 (22.2.3)(表3.2.1)

３．遮断層及び凍上抑制層

４．路床安定処理 路床安定処理添加材料 (22.2.3)(表22.2.2)

※　ステンレス製（SUS 304）既製品　彫り込みタイプ既製品

※　ハンドル式

・　磁器質タイル（※１００角　・１５０角）

※　アルミニウム合金製

※　天井まで

・

・　１.８ｍ程度

※　普通ボルトランドセメント ・　生石灰特号

※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０（透水性舗装の場合を除く）

・　クラッシャラン　Ｃ－４０

・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０

（ＣＢＲ）試験

５．路床土の支持力比 ※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土） (22.2.5)

６．路床締固め度の試験 ※　行わない ・　行う (22.2.5)

７．砂の粒度試験 ※　行わない ・　行う (22.2.5)

８．路盤材料 (22.3.3)

９．路盤の締固め度の試験 ※　行わない ・　行う (22.3.5)

加熱アスファルト混合物の種類10．アスファルト舗装 (22.4.4)(表22.4.6)

表　層

基　層

※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）

・　密粒度アスファルト混合物（１３）

・　細粒度アスファルト混合物（１３）

※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）

・　粗粒度アスファルト混合物（２０）

・

・　インターロッキングブロック舗装

・

11．コンクリート舗装 早強セメント

溶接金網

(22.5.3)

コンクリート版の厚さの試験 ・　行う ※　行わない

・　なし

※　使用しない

※　あり

・　使用する

(22.8.2)(表22.8.1)12．ブロック系舗装 ・　コンクリート平板舗装

・　舗　石　　基　層

・　モルタル目地

・　アスファルト舗装

13．縁石及び側溝 (22.9.2)

14．砂利敷き

15．区　画　線

・　Ａ種 ※　Ｂ種 (22.10.2)

・　客土

・　適用しない

※　こうらい芝の類 ・　野芝の類

１．植栽地の試験

２．植栽基盤

３．植込み用土

４．土壌改良材

５．芝

透水性及び土壌硬度の確認

塩分量及び土壌の酸度の試験 ・　行う

※　行う ・　行わない

※　行わない

(23.1.3)

(23.2.2)(表23.2.2)・　適用する ※　適用しない

・　Ａ種

種　別

・　Ｂ種

・　Ｃ種

・　Ｄ種

樹木

芝，地被類木

※　適用しない

・　適用しない

・　適用する

※　適用する

植栽基盤の適用樹　　　種　　　等

※　現場発生の良質土 (23.2.3)

※　適用する (23.2.3)

種　別 (23.4.2)

※　砂目地

※　コンクリート舗装

土壌改良材は，植栽を行う植込等の面積１㎡当たりバーク堆肥で５０リットル，発酵下水汚泥コンポストで

１０リットルとする。

・　一般形充填用

16．点　検　口

18．ステンレス流し台

19．コンロ台

20．つり戸棚

21．水切棚

22．旗竿受金物

23．旗　竿

24．屋内掲示板

25．視覚障害者用誘導

26．出隅面取材

27．かぎ箱

28．身障者用可動手すり

29．消火器ボックス

30．ピクチャーレール

※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号白

２０

１７

１８

１９

１３

１４

１５

１６

２１

２２

２３

ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト
　
　
及
　
　
び
　
　
そ
　
　
の
　
　
他
　
　
の
　
　
工
　
　
事

塗
装
工
事

内
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

屋
　
　
　
根
　
　
　
及
　
　
　
び
　
　
　
と
　
　
　
い
　
　
　
工
　
　
　
事

金
　
　
　
　
属
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

左
　
　
　
　
官
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

排
水
工
事

舗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

植
　
　
栽
　
　
工
　
　
事

カ
　
ｌ
　
テ
　
ン
　
ウ
　
ォ
　
ｌ
　
ル
　
工
　
事

・　JIS　G　3312の屋根用規格品

・　JIS　G　3321の屋根用規格品

・　0.6 4.0
10．石こうボード，その他

ボード及び合板張り

※監督員の承諾する業者とする。

・立平葺・0.35

※　図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

７．黒板及びﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

・図示による

・横段葺き

※　図示による

・　コンクリート製

※　12.5（不燃）

※　12.5（不燃）

※　12.5（不燃）

天井 ・　 9.5（準不燃）

※　12.5（不燃）

トラバーチン模様

トラバーチン模様

・　ガルバリウム鋼板(※カラー　　・無 塗 装)

・　ＳＧＬ鋼板(※カラー　　・無 塗 装) ※0.4 ・

※　図示による

※図示による

・図示による

・図示による

※図示による

※　図示による

■ユニットトイレメーカー仕様による

(既存補修)
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D-11案内図・外構工事平面図
D- 3

1/100,1/20

地先境界ﾌﾞﾛｯｸA種

120*120 L=600mm
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

18-8-25BB

C-40～0

SCALE 1/20地先境界ﾌﾞﾛｯｸ 詳細図

アスファルト混合物

路盤材料:ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40

SCALE 1/20舗装構成(A-4-15)

220

1
2
0

7
0

50 120 50

3
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0
4
0

4
.
0
m

6.8m

[既存]公衆トイレ----[解体]

[既存]水飲み--撤去配置基準点

床;ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(300*600)

(女性)(男性) (みんなのトイレ)

配置基準点

[既存]擁壁H=700

[既存]擁壁H=700

SCALE 1/100現況]外構 平面図

SCALE 1/100外構 平面図

床;アスファルト舗装

[新設]水飲み(設置詳細位置は現地打合せによる)

[既存]ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

(96.41-20.21=76.20㎡)

(20.21㎡)

5
.
0
m

12.5m

8
.
0
m

申請地

清水建築

町道５号線

至 辰野町

至 伊那市

案内図

申請地:上伊那郡箕輪町8653(内),8654-1(内)

伸和精工

[新設]地先境界ブロック

[新設]地先境界ブロック

[新設]地先境界ブロック

1
,
7
5
0

1
,
7
5
0

4,400

1,750
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令和２年度 みのわ天竜公園 公衆トイレ 建築工事
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1/200

配置図 D-11
D- 4

既存建物(撤去):RC平屋 27.2㎡

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

植栽

植栽

GL±0
GL-300

GL±0

GL±0
GL-300

GL-500

GL±0

植栽

隣接地:公園

隣接地:公園

隣接地:清水建築

植栽 植栽 植栽

[既存]水飲み撤去、[新設]水飲み

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
中
心
線

歩道

歩道

歩道

歩道

町道５号線

道
路

[
法
4
2
条

第
1
項

第
1
号

]

GL-400

GL-400

最高高さ:GL+2,720

(
2
8
.
0
m
)

(48.0m)

(
2
8
.
0
m
)

(48.0m)

GL-700

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ上端:GL+2,450

[既存]擁壁 H=700

GL-500

植栽

GL-700

ス
ロ
ー
プ

D
O
W
N植栽 植栽

[既存]境界ブロック

[既存]境界ブロック

※既存建物と同位置、同角度

GL-700

GL+500

55
.5
1m

24.21m

24.21m

■敷地面積算定

55.51 * 24.21 * 1/2

55.51 * 24.21 * 1/2

1,343.8971 = 1,343.89㎡

配置図 SCALE 1/200

①申請建物

敷地内建築面積

建ぺい率

敷地内延べ面積

容 積 率

合　　計

敷地内建物   面積表

建築面積

申請部分 既存部分

延べ面積

申請部分 既存部分

①申請建物

敷地面積

用途地域:工業専用地域(基準:200/60)   防火指定:無し

1,343.89 ㎡

公衆トイレ 19.15 ㎡

19.15 ㎡

19.15 ㎡

19.15 ㎡

19.15 ㎡

19.15 ㎡

1.42 ％ 1.42 ％

[既存]車止め撤去、[新設]車止め
設置位置詳細は現地打合せによる

設置位置詳細は現地打合せによる

隣接地:伸和精工

GL-1000 GL-1000

来客用仮設ﾄｲﾚ2台、手洗1台

6,500

2,500 2,5008,000

13,000

6,900

1
,
7
5
0

1
,
7
5
0

5,050

5
,
7
7
0

2,5004,400
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仕上表・平面図・屋根伏図 D-11
D- 5

特記事項

* ISO9001認証取得企業の管理・製造品とする。

* 製造物責任法(PL法)に対応した保険加入品とする。

* 国土交通省が品質確保の重要性に基づき登録した公園施設の点検・診断を適正に実施・

管理統括できる技術資格保有者（公園施設製品安全管理士）の管理・製造品とする。

雨樋

引戸

サイン

床

構造

外壁

内壁

目隠し壁

ＳＵＳプレート（HL仕上げ）　耐候製シート貼り

ポリカーボネイト　900角半球ドーム

硬質塩化ビニル製

　網入型板ガラス　ｔ＝6.8

磁器質100角タイル

表面：鋼板製　心材：ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ

表面：メラミン化粧板＋ＭＤＦ

高強度鉄筋コンクリート

STKR角パイプ+再生木材(SEウッド）

水性ｼﾘｺﾝ樹脂塗装さざなみﾊﾟﾀｰﾝ仕上げ＋50□ﾀｲﾙ張

水性ｼﾘｺﾝ樹脂塗装さざなみﾊﾟﾀｰﾝ仕上げ＋50□ﾀｲﾙ張

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

名称

仕様一覧

仕様

男性用 多目的用
女性用

B

SCALE 1/50平面図

A

水
勾
配

水
勾
配

水
勾
配

SCALE 1/50屋根伏図

サイン計画

ステンレス+カッティングシート貼り

男性用 女性用 多目的用

[床面積算定用通り芯]

[
床
面
積
算
定
用
通
り
芯
]

建築面積:6.94*2.76=19.1544    19.15㎡

延べ面積:6.94*2.76=19.1544    19.15㎡

*ユニットトイレメーカーリスト：㈱SIGHT(同等)
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,
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5
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9
0

1
4
0
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2
0

2,230 140 2,230 140 2,230

7,570

2
4
0

2
4
0

3
,
3
3
0

1,500 850

6060

7,090 240240

2,230

7,090

2,35020

60602,230 60

2,350202,350

2,23060 60 60

2
,
7
2
0

1
,
2
0
0

7
0

7
5

6,970

2
,
7
2
0

7
0

6
0

2
,
8
5
0

8501,500

2
0
0

200 200 200

15 15

2
,
7
2
0

1
,
3
0
7
.
5

2
0

2
0

6,940

2
,
7
6
0

φ
1,500

コーキング
ルーバー

パネルヒーター

パネルヒーター

パネルヒーター

PB(現場電気工事部分)
SSｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12(4ヶ所/棟)

コーキング 樋：VP65

ウレタン塗膜防水
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立面図 D-11
D- 6

設計GL
FL

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ上端

最高軒高

50□ﾀｲﾙ張

STKR 60*30*2.3t(ｳﾚﾀﾝ塗装)

STKR 75*45*2.3t(ｳﾚﾀﾝ塗装)
再生木材(SEｳｯﾄﾞ)145*30t

SCALE 1/50東側 立面図 SCALE 1/50西側 立面図

網入型板ｶﾞﾗｽ t=6.8

設計GL

SCALE 1/50北(南)側 立面図

網入型板ガラス t=6.8
最高高さ

1
0

2
,
4
5
0

2
,
3
0
0

2
,
2
9
0

2
,
4
5
0

1
,
5
0
0

9
5
0

7,090

2,350202,350202,350

7,090

2,350202,350202,350

2,8501,200

1
,
5
0
0

9
5
0

2
,
9
1
0

水性シリコン樹脂塗装仕上げ
樋：VP65

トップライト900角半球形状

サイン
ルーバー

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ:900□半球形状

50□ﾀｲﾙ張り

水性ｼﾘｺﾝ樹脂塗装仕上

竪樋:VP65

PB(現場電気工事部分)
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断面図 D-11
D- 7

FL

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ上端

最高軒高

設計GL

ﾀﾞﾌﾞﾙ　タテヨコ共 D10 ＠200(現場施工部分)

ラッキング仕上げ

網入型板ｶﾞﾗｽ t=6.8

SCALE 1/50Ａ-Ａ断面図

現場施工基礎部分を示す(以外基礎はﾒｰｶｰ施工による)

ﾀﾞﾌﾞﾙ　タテヨコ共

マーブライトカウンター

網入型板ｶﾞﾗｽ t=6.8

STKR 60*30*2.3t(ｳﾚﾀﾝ塗装)

STKR 75*45*2.3t(ｳﾚﾀﾝ塗装)

再生木材(SEｳｯﾄﾞ)145*30t

SSｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12(4ヶ所/棟)

(現場施工部分)

SCALE 1/50Ｂ-Ｂ断面図

現場施工基礎部分を示す(以外基礎はﾒｰｶｰ施工による)

　盗難防止鏡 　盗難防止鏡

ラッキング仕上げラッキング仕上げ

多目的便器器具配置 男性用鏡配置図 女性・多目的用鏡配置図

最高高さ

2,230

7,090

2,35020

60602,230 60

2,350202,350

2,23060 60 60
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0
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0
0

595

1
1
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0

1
7
6
0

6
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0
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0
0

9
1
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2
,
9
1
0

基礎コンクリート D10@200 クラッシャラン
立上筋

D10

D10

D10@200

保温巻きt=20

トップライト900角半球形状

基礎コンクリート
D10@200

トップライト900角半球形状

樋：VP65

天板

非常用押しボタン
紙巻器

ステンレス製 ステンレス製

保温巻きt=20 保温巻きt=20
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建具表・建具キープラン D-11
D- 8

備考
取手：ステンレス製　

ハンガードア：焼付鋼板製

表面：焼付鋼板　,芯材：ペーパーコア　表示・非常開錠付大型サムターン

材質

補助引棒

ハンガードア：焼付鋼板製（常時開　鍵付）

便　所（男性）

表面：焼付鋼板　,芯材：ペーパーコア　

管理錠
FG-2

姿図

建具表

SD-１

鎌錠
FG-8

SD-2

管理錠

記号

（片面のみ）

便　所（多目的）

外　部

150

管理錠
FG-2

シ 表

空 サ

管理錠

１箇所 １箇所

外　部

シ

空

150

他取付金物一式

ｽﾗｲﾄﾞｷｰ,引手,本締錠,戸当り金物,下部：巾木（ｽﾃﾝﾚｽ製）補強金物,

メラミン化粧板（MDFパネル）

備考

材質

姿図

ｽﾗｲﾄﾞｷｰ,引手,本締錠,戸当り金物,下部：巾木（ｽﾃﾝﾚｽ製）補強金物,

他取付金物一式

メラミン化粧板（MDFパネル）

TB-1

建具表

TB-2 １箇所記号

表面：焼付鋼板　,芯材：ペーパーコア　

ハンガードア：焼付鋼板製（常時開　鍵付）

便　所（女性）

管理錠
FG-2

150

SD-3

管理錠

１箇所

シ

空

外　部

備考

材質

姿図

記号

建具キープラン

1

TB

2

2

SD SD

1 3

SD

TB
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1/20

D-11
D- 9

外構詳細図

SCALE 1/20車止め 詳細図

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会による公園施設団体賠償責任保険制度の加入品とする。

本体　：ステンレス、研磨仕上
地下箱：アルミ鋳物

＊本製品は（株）サカヱ製品、或いは本仕様以上とする。

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会によるＳＰ、又はＳＰＬ表示認定企業の製造品とする。

仕様[参考:ポラード　SPS-431]

取手:SUS

ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)
本体:φ-76.3*t12.0

反射シール

化粧カバー
ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)

地下箱:ｱﾙﾐ鋳物

タテヨコ　φ６

レベル調整

Ｙ５６Ａ－１３

立形水飲水栓

万能ホーム胴長水栓

Ｙ２２Ｊ－１３

Ｄ１０

給水管接続　２０Ａ

内部配管　１５Ａ

集水桝

ＷＱＣ－３６０

本体　：

受枠　：

内部配管　：

擬石タマミカゲ（イナダ），研磨仕上げ、一部打放し

擬石タマミカゲ（イナダ），研磨仕上げ

配管用ステンレス鋼管、ステンレス製継手，防寒材巻き

集水桝蓋　： ステンレス製グレ－チング、ステンレスチェーン付き

仕様[参考:水飲み　WDT-052]

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会による公園施設団体賠償責任保険制度の加入品とする。

＊本製品は（株）サカヱ製品、或いは本仕様以上とする。

＊本製品は（一社）日本公園施設業協会によるＳＰ、又はＳＰＬ表示認定企業の製造品とする。

（現場施工部分）

捨てコンクリ－ト（現場施工部分）

砕石（現場施工部分）

SCALE 1/20水飲み 詳細図

※寒冷地仕様とする：水抜き栓取り付けのこと

レベル調整

４面　研磨仕上げ

排水管接続

蓋受枠

３９５×３９５×２０（＠１５）

ステンレス製グレーチング

研磨仕上げ

研磨仕上げ

（現場施工部分）

※水栓は節水型とする
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基礎伏図、基礎詳細図(現場施工部分) D-11
D-10

D10@200W ﾀﾃ,ﾖｺ共

SCALE 1/50

現場施工基礎部分を示す(以外基礎はﾒｰｶｰ施工による)

基礎伏図

アンカー部 詳細図

SSｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ:M12(4ヶ所/棟)

SS定着板:35*35*9.0t

SSｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ:M12(4ヶ所)

D10

SD345 Sｲﾝｻｰﾄ L=100
M12(4ヶ所)

SD345 Sｲﾝｻｰﾄ L=100
M12(4ヶ所)

D10@200

7,570

300 3002,230 140 2,230 140 2,230

2
,
7
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3
,
3
2
0

3
0
0

3
0
0

7
5
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.
5
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0
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3001,455 812.5
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250250
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240
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幅止筋:D10
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1/100

解体建物 平面図・立面図
D-11
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電気設備 特記仕様書 E- 2
E- 1

Ⅰ　工　事　概　要

　２　工事場所
　３　工事期間
　４　建物概要

　建　物　名　称　 　構造 階数　延床面積（㎡）　消防法施工令別表第１

　５　工事項目
今回工事 今回工事 今回工事項　目　名　称 項　目　名　称 項　目　名　称

　幹線動力設備

　電灯・コンセント設備

　電話設備

　放送設備

　インターホン設備

　テレビ共聴設備

　火災報知設備

　避雷針設備

　自家発電設備

　電話機器設備

　電気時計設備

　防犯設備

　弱電設備

　非常警報設備

　警備用配管設備

　ガス漏れ警報設備

　屋外設備

Ⅱ　特　記　仕　様　書
　１　一般事項

　　　　　　　特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房

　　　　　　　官庁営繕部監修の電気設備工事共通仕様書（最新版）及び電気設備　　　　　

　　　　　　　工事標準図（最新版）による。

　　１　施工範囲 　本工事の範囲は特記仕様書及び設計図面に記載されている事項とする。

　　９　本工事の優先順位

　　２　施工責任 　本仕様書は仕様の大要を示すもので図面と対象して機能上、外観上、

　工事完成上当然必要と認められる工事はもちろん記載のない事項でも

　自然付帯の工事は係員の指示に従い施工する。

　　３　法規手続 　本工事は電気設備技術基準、内線規定、消防法、その関係法令条例

　及び規則を厳守して丁寧に施工する。なお電力会社、通産局、その他、

　関係官庁への手続き一切は請負者にて行う。

　　４　材料機器 　材料及び機器は別に示す指定メーカーより選定し、工事契約後すみやかに

　材料機器の仕様リストを提出する。なお機器のうち電気用品取締法の

　適用を受けるものは形式認可済のものとする。

　又、機器のうち中部電力（株）の認定、日本消防検定協会の検定その他

　官庁の検査を要するものはこれに合格したものを仕様する

　　５　施工図承認図 　工事施工前に施工詳細図を提出して係員の承認を受ける。機器については

　構造、寸法及び仕上りを記載した承認図を提出するか見本を提出して

　係員の指示を受ける。

　　６　打合せ変更 　本工事は建築工事の進行に従い施工するものでその順序及び方法について

　あらかじめ係員と打合せする。又、工事施工中に現場の取合せなどの

　関係によって生じた機器の取付位置又は工法等の軽徴な変更は係員の

　指示により行う。

　又、施工上制作上疑問のある場合は係員に申し出てその指示を受ける。

　

　　７　工事の引渡し　 　本工事の完成後は絶縁抵抗その他関係試験をするとともに電力会社、

　通産局及び関係官庁の試験に合格したのち引渡しとする。

　又、完成後速やかに竣工図面、施工図面、各試験表、取扱い説明書を、

　指示する部数を製本して提出する。

　　８　保証 　本工事は工事完成引渡し後でも工事の不完全及び納入品の欠陥に原因が

　ある故障は１ヵ年保証し、無償で修理又は取替えを行う。

　２　特記事項

　　　　　　　項目は番号に●印のついたものを適用する。

・他工事との工事区分

一　般　共　通　事　項

　他工事との工事区分は図面に特記なき場合「各工事区分表」による。

・保温・結露防止 　外部に面する壁、天井で建築工事でＥＰ板（スタイロフォーム）

　打ち込み箇所に取付ける位置ＢＯＸなどは結露防止処理を行う。

・合成樹脂製可とう管　合成樹脂製可とう管は、ＰＦ管（一重管）とし、温度による分類は

・２種金属製可とう管　露出箇所

　隠蔽箇所

　ビニル被覆あり

　ビニル被覆あり

　ビニル被覆なし

　ビニル被覆なし

・電線本数、管路など　分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線本数、

　管経などは、監督員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

・イ　ン　サ　ー　ト　鋼鉄製とする。なお、床版で保温板打込み部分は、断熱材用

・呼　　　び　　　線　長さ１ｍの入線しない電線管には、１．２ｍｍ以上のビニル

・再　使　用　機　器　取外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定のうえ、取付ける。

・塗　装　工　事 　下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管・ポールには塗装

　屋外 　屋外　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電　力　引　込　設　備　工　事

・受電電気方式 　高圧 　低圧

　　　　　　電灯　１φ　３Ｗ　２００／１００Ｖ　６０Ｈｚ

　地中 　連接　架空

　　追記事項

受　変　電　設　備　工　事

・配　　　電　　　盤 　屋内型 　キュービクル　屋外型

・主　遮　断　装　置 　限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ） 　高圧交流遮断機（ＣＢ）

　　　　　　定格遮断電流 　　ＫＡ

　変圧器総容量・設　備　容　量 　　　ＫＶＡ

・変　　　圧　　　器　電灯　　　ＫＶＡ・動力　　　ＫＶＡ

・進相用コンデンサ 　　　　　Ｋｖａｒ

・引込ケーブル　 　ＣＶ 　ＣＶＴ

・測定用補助接地極 　設置

　　追記事項

動　力　設　備　工　事

・工　事　範　囲 　配管 　制御盤類　配線

・電　気　方　式 　　３φ　３Ｗ　２１０Ｖ

　分岐

　屋外露出

　ボックス

合成樹脂管配線

合成樹脂管配線

合成樹脂製

金属管配線

金属管配線

金属製

ケーブル配線

ケーブル配線

・施　工　方　法

・監　視　制　御 　有 無　中央監視 　警報のみ

　　　　　　動力　３φ　３Ｗ　　　　　２００Ｖ　６０Ｈｚ

　　追記事項

電　灯　・　コ　ン　セ　ン　ト　設　備　工　事

　電灯照明　　○　１φ２Ｗ１００Ｖ　○　１Φ２Ｗ２００Ｖ・電　気　方　式

　コンセント　○　１φ２Ｗ１００Ｖ　○　１Φ２Ｗ２００Ｖ

　インサート（亜鉛メッキ製品）とする。

　タイプ－２５とする。

　鉄線を挿入する。

　（調合ペイント２回塗り）を施す。

　オープン

幹　線　設　備　工　事

　金属管工事 　ケーブル工事　合成樹脂管工事

　　動力

・工　事　種　別

・幹　線　サ　イ　ズ

　　追記事項

　金属管工事 　ケーブル工事　合成樹脂管工事・工　事　種　別

・配　線　器　具 　フルカラー 　ワイド

　モダン 　新金属

・契約種別

　　　　　○　時間帯別　　　ＫＶＡ　　○　３時間帯別　　　ＫＶＡ　

　動力　　○　負荷設備　　　ＫＷ　　　　○　主開閉器　　　　Ａ　

　（低圧電灯・電力）

・○　エコキュート　　　　　　　○　有　　メーカー　　　　　　品番　　　　　　　　　　　

　○　本工事　　○　建築工事

・○ＩＨクッキング

設　備　機　器　工　事

　基礎工事　　　　　　○　本工事　○　建築工事

　リモコン配線工事　　○　本工事　○　設備工事

　　　ヒーター

　メーカー　　　　　　品番　　　　　　　　　　　

・○パネルヒーター

　メーカー　　　　　　品番　　　　　　　　　　　

・○エアコン 　メーカー　　　

　○　本工事　　○　設備工事（電源工事のみ）

　○　本工事　　○　支給　　○　電源工事のみ

・○換気扇 　○　２４時間換気　　○　局所換気

　○　本工事　　○　支給　　○　電源工事のみ

照　明　器　具　設　備　工　事

・蛍光灯器具 　安定器　　　４０Ｗ以上は高力率、４０Ｗ未満は低力率

　ランプ　　　○　パルック　○　白色　○　その他（ＬＥＤ）

・誘導灯

・非常照明

　　追記事項

　法の適用　　○　有　○　無

　照明器具　　○　蛍光灯　○　白熱灯

　点滅方式　　○　常時点灯　○　非常時点灯

　非常電源　　○　電池内蔵型　○　予備電源別置型

　法の適用　　○　有　○　無

・○　電気温水器　　　　　　

電　話　設　備　工　事

　配管のみ 　配線・ジャック共　配線・工　事　種　別

　金属管工事 　ケーブル工事　合成樹脂管工事

　　追記事項

有　線　電　話　設　備　工　事

　配管のみ 　配線・工　事　種　別

　金属管工事 　ケーブル工事　合成樹脂管工事

　　追記事項

テ　レ　ビ　共　聴　設　備　工　事

　ケーブルＴＶ 　アンテナ・工　事　種　別

　ＵＨＦ 　ＣＳ　ＢＳ

　　追記事項

・ＴＶアンテナ

・増幅器 　有　（　４０ｄｂ以上　１台） 　無

イ　ン　タ　ー　ホ　ン　設　備　工　事

・種　別

　有 　無

　　追記事項

・子器

　カメラ付ドアホン 　チャイム　インターホン

　本工事 　支給・機器

拡　声　設　備　工　事

・アンプ

　卓上型 　移動型

　　追記事項

・形状

　本工事 　支給・機器

　出力（　　Ｗ）

自　動　火　災　報　知　設　備　工　事

・受信機

　有　　（　　　窓　　　　　　　室設置）　移動型

　　追記事項

・副受信機

　有 　無・総合盤

　Ｐ型　　　級　　　回線

Ｌ　Ａ　Ｎ　配　線　設　備　工　事

・方式

・工　事　種　別

　ＮＴＴ 　ケーブルＴＶ

　配管のみ

　　追記事項

　４　主要機材メーカーリスト

１．電線管及び付属品　パナソニック・電成・未来工業㈱

２．盤類 　パナソニック・東芝・日東・テンパール・日新・内外

３．照明器具 　パナソニック・東芝・三菱・ダイコー・岩崎・ヤマギワ

４．配線器具 　パナソニック・東芝

５．放送機器

６．テレビ共聴

７．電気時計

８．電線・ケーブル

９．インターホン

１０．火災報知機

１１．発電機

　パナソニック・東芝・ビクター・ＴＯＡ

　マスプロ・ＤＸ・パナソニック

　パナソニック・東芝

　住友・藤倉・古河・日立・矢崎・三菱・愛知

　パナソニック・東芝・アイホン・ＴＯＡ

　能美・ホーチキ・ニッタン・パナソニック

　三菱・ヤンマー・久保田・松下

　３　工事範囲

（１）電力引込負担金

項　目　名　称 客先負担

（２）受電後引渡しまでの電力基本料金

（３）電話機器と配線取工事付

（４）テレビ電波障害工事及び調査に関する費用

（５）エアコン据付工事

（６）換気扇取付工事

（７）天井埋込器具の穴あけ・補強工事

（８）点検口

（９）工事に必要なＲＣ・ＳＲＣ梁スリーブ及び補強

（１０）設備機器電源端子接続

　有線電話設備（配管のみ）

別途　建築　 電気　 設備　

　スイッチ　○　２４時間換気スイッチ取付　　○　スイッチ支給取付　　

　○　ＯＮピカ＋２４時間表示　

・○　太陽光発電　　　　　　　○　本工事　　○　建築工事（電源工事のみ）
　太陽光発電

１３．エアコン 　ダイキン・三菱・パナソニック・東芝

　ラック組込型

　○　本工事　　○　支給　　○　電源工事のみ

　○　本工事　　○　支給　　○　電源工事のみ

電　気　式　床　暖　房　設　備　工　事

　　追記事項

　天井埋込スピーカー移設

　作動式スポット移設

１４．床暖房 　富士ネーム・暖テック

１５．太陽光 　パナソニック・三菱・シャープ

　１　工事名称

　受変電設備

　電灯　　○　従量電灯Ｂ　ＳＢ４０Ａ　　　○　従量電灯Ｃ　　ＫＶＡ　

　配線

令和２年度 みのわ天竜公園 公衆トイレ 建築工事

上伊那郡 箕輪町 みのわ天竜公園内

天竜公園 公衆トイレ ＰＣ １階 19.15 15項

　　電灯　　ＣＶＴ３.５－３Ｃ

　　（Ａ）　電気設備工事設計図

　　（Ｂ）　本特記仕様書

　　（Ｃ）　公共建築工事準仕様書・機械設備工事編（最新版）

　　（Ｄ）　質疑応答書（現場説明を含む）

　　（Ｅ）　将来交付する書類及び図書

　尚、優先順位は、（Ｅ）→（Ｄ）→（Ａ）→（Ｂ）→（Ｃ）とする。
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SCALE 1/50電気設備 平面図

S

H

電気設備リスト(メーカー施工部分)

式

式

面

式

式

単位

面

式

2.0

1.0

7.0

1.0

記号 名称

1.0

3.0

1.0

数量

3.0 式

パナソニック　WTK3431K・3911相当品

非常用回転灯　赤色灯　ブザー無し
パトライト　WH-A型　Φ100　相当品

人感センサー

非常用押しボタン　
パナソニック　WN4500相当品

照明灯　壁付ブラケットLDL40W×1
パナソニック　NNF41825LE9相当品

分電盤ELCB30AF20AT*2
鋼板製　寸法：250*300*120程度

鋼板製　寸法：250*350*120程度
配電盤　(非常用制御ユニット用）

インターセントラル　NY-1000　相当品
パネルヒーター

照明灯　壁付ブラケットLDL20W×1
パナソニック　NNFW21825LE9相当品

電気設備リスト(現場施工部分)

※現場施工電気設備工事詳細は別図面による

接地工事 1.0

ＰＦ管　Φ22

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ　100×200×200

ＩＶケーブル

名称記号

1.0

3.0

数量

式

ｍ

式

単位

ヶ所

Ｅ３

 PB

H,H

FEP50 CV3.5-3X2
FEP30 CV3.5-3C
FEP50 CV3.5-3X2
FEP50 CV3.5-3
FEP30 CV5.5-3C

FEP50 CV3.5-3

FEP 予備

　切回し

40W

40W

40W

40W

40W

20W

19

19

19
19

19
CV5.5-3C

安定器　６台再利用
L-1

シーケンサ　再取付
G42X2
G28
G22X4

[既存]擁壁H=800

[
既
存
]
擁
壁

H,H

FEP50 CV3.5-3X2
FEP30 CV3.5-3C
FEP50 CV3.5-3X2
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機械設備工事 特記仕様書 M- 3
M- 1

のものは吊こま式でも良い。

・揚水ポンプの防凍保温は共通仕様書による。

・共通仕様書によるほか、下記の部分は本仕様とする。

・厨房露出配管の保温外装はファインカバーとする。

・鋼鈑製受水槽の保温　（・不要　　・要　）

・鋼板製高置水槽の保温（・不要　　・要　）

・要（・共通仕様書による　　・　　　　　　　　　）　　・不要

　（ＪＩＳ　Ｋ６７４１）のスリーブを設ける。

・土中埋設する鋼管類が、地中梁及び地中壁等を貫通する部分には、硬質塩化ビニル管

・要（・別途工事　　・本工事）　　・不要

・一般敷地の埋設深さは、原則として６００　以上とする。

・接着剤＋アルミガラスクロス　・ガラスクロス　・亜鉛鉄板　

特記事項項目１．章

・水道業者指定品（・貸与品　　・買い取り）　　・標準図ＭＣ形　　・既存品移設

屋外　・ライニング鋼管（・ＶＡ　　・ＶＢ）

屋内土中　・ライニング鋼管　ＶＤ

施工範囲（・土中埋設管　　・厨房の床内給水管　　・　　　　　　　　）

　機械室内の配管つり金物は下記による。

機械室名

シングル ・ ・ ・ ・防振

ダブルつり金物

施工範囲

・高置水槽　１．５Ｇ　・受水槽　１．０Ｇ

１．工　事　場　所

２．建　物　概　要

Ⅱ．工　事　仕　様

１．共　通　仕　様

共通仕様書によるほか、下記による。

３．工　事　種　目　

・親メーター（・貸与品　　）・子メーター（・買い取り・　　　）　・既存品

Ⅰ．工　事　概　要

階　　数構 造 備 考建物名称 延面積 （㎡ ）

工事種別建物別および屋外

工事種別

　　（Ｂ）　本特記仕様書

　　（Ｄ）　質疑応答書（現場説明を含む）

　　（Ｅ）　将来交付する書類及び図書

　　（Ｃ）　公共建築工事準仕様書・機械設備工事編（最新版）

　尚、優先順位は、（Ｅ）→（Ｄ）→（Ａ）→（Ｂ）→（Ｃ）とする。

　　（Ａ）　機械設備工事設計図

　　指示のもとに施工する。

　　適用図書及び書類は、下記によるもののほか関係法令、規則、各地方条令に準拠し、係員の

２．特　記　仕　様

適用しない。

（１）　特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは○

　　　る。

　　　を使用し、これに要する費用は請負者の負担とする。

　　　とする。

　　　通信費等は請負者の負担とする。

　　　者の負担とする。

　　　額の範囲内で施工する。

　　　ける。

　　　承認を得た後、施工する。

　　　ト）を２部提出する。

　　　部提出する。

　　　を求める時は、速やかに提出し、これに要する費用は請負者の負担とする。

　　　竣工検査は、検査による手直し工程を見込んで検査を受ける事。

　・　請負者は竣工後、速やかに下記の図書類を係員に提出する。

　　　　・竣工図は縮小Ａ４版製本金文字入１部、縮小Ａ４版製本２部と、Ａ１版２つ折り製本

　　　　　２部と、Ａ１版左とじ１部を提出する。又、設計図ＣＡＤデータを訂正の上、

　　　　　ＣＤ－Ｒにて提出する。

　　　選任する。

　・　本工事に使用する機材は設備機材等指定表によるほか、係員の承認を受けた同等品とす

　　　尚、特に指示するものは、製作工場において、立会い検査を行い、検査に合格したもの

　・　本工事に必要な電力、水などの費用は、引渡し時迄使用料、基本料金共に請負者の負担

　・　本工事に駐在する係員の事務所、打合せ室及び必要な机、椅子、製作用具、事務消耗品

　・　本工事に必要な諸官公署その他への手続きは、遅滞なく行い、それに必要な費用は請負

　・　本工事は設計図書に記載してある工事は勿論のこと、図面に明示されていない自然付帯

　　　の些少な工事及び、機能上、外観上、当然必要となる工事も係員の指示に従い、請負金

　・　施工上、又は製作上もしくは図面仕様書に疑義を生じた時は、係員に申し出て指示を受

　・　施工に必要な機器製作図、現場取付図、施工図（縮尺１／５０以上とし、他設備機器の

　　　納まりを記入したもの）は確認のための、十分な時間を取り、遅滞なく提出し、係員の

　・　施工後、容易に点検出来ない個所、及び係員の指示する個所は、工程写真（キャビネッ

　・　竣工後、係員の指示する約３０景（キャビネット版、カラー）をフリーアルバムにて４

　・　デザインを重視する部分、及び施主の確認を必要とする場合等において、見本品の提出

　　　尚、検査に先立ち請負者は自主検査を行い、その記録に基づいて立会い検査を行う。又、

　・　現場代理人には、管工事施工管理技士または、これと同等の資格を有するものを

（監督員と協議の上、提出する）

　　　　・施工図は、Ａ３版を２部提出する。

・　施工の検査要領については、係員と協議の上、決定する。

一
般
共
通
事
項

・故障表示及び故障表示用無電圧接点並びに端子を設ける。

・往復動冷凍機、パッケージ形空気調和機、遠心冷凍機、吸収冷凍機及び直だき吸収冷温

・往復動冷凍機には、冷凍機操作用の遠方、手元切換スイッチを設ける。

・遠心冷凍機の主開閉器は気中式とする。

・電動機停止時には電動機及び進相コンデンサが無電圧となるように主回路に電磁接触器

　を設ける。
・パッケージ形空気調和機（ルームエアコンを含む）で圧縮機の電動機出力が

　以下のものは製造者標準品でもよい。ただし、機器の総合出力率が９０％未満のものに
　は進相コンデンサを取り付ける。

・進相コンデンサの容量が電力会社の電気供給規定ににないものは、定格能力時における

　改善後の力率を９０％として選定する。

・設ける。

・設ける　（測定口は径１５０Φとし、取り付け箇所は煙道の直線部とする）

・別途　　　　　

鋼板厚（・３．２ｍｍ　　　・４．５ｍｍ）

・低速風道　　　

・外気取入れダクト　　　・空調機出口チャンバーの分岐ダクト）

内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系

で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設ける。点検口の大きさは図面による。

外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーには排水管（呼び径２０）

を取り付け、屋外又は間接排水口に導く。

（１）　自動閉鎖機構はソレノイド（瞬時通電式）又は電動式とし、自動復帰機構は電動

　　　　式とする。定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

（２）　煙感知器、連動制御器及び配管配線（煙感知器から連動自動制御器を経て防煙ダ

　　　　ンパに至るまで）は（・別途　　・　　　　　）とする。

共通仕様書によるほか、下記の項目は本仕様による。

共通仕様書によるほか、下記による。

　水機には、ポンプインターロック用端子を設ける。

・室内設定条件　温度ＤＢ　　℃　湿度ＲＨ　　％　

取り付け箇所は（・図示した位置　　　　　・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

・冷温水管

・蒸　気　管　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

・手動復帰式　　　・自動復帰式

・油　　　管　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

ランニング鋼管（・ＶＡ　　　・ＶＢ）・冷却水管

・膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラーへの給水管は配管用炭素鋼鋼管（白）

　とする。

・油管の地中埋設部の塗覆装は（・防水麻布巻き　　・　　　　　　　　）とする。

・ＪＩＳ　５ｋｇｆ／　　　　　　・ＪＩＳ　１０ｋｇｆ／　

○・ドレン管　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

 　配管用炭素鋼鋼管（白）

・冷媒　　

・　硬質塩化ビニル管○

下記の管及び風道に取り付ける。なお温度計は円形指示計（バイメタル式）とする。

・冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・冷温水発生機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・ボイラの温水管（返り）。

・空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

・熱交換器の温水管（送り、返り）。

・冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管。

・空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバー、レタンダクト、外気ダクト

　及びレタンチャンバー。

・温風暖房機の吐出ダクト、レタンダクト、外気ダクト及びレタンチャンバー。

下記の管に取り付ける。

・冷凍機の冷却水管（送り、返り）。及び冷水管（送り、返り）。

・空気調和機の冷温水管（送り、返り）。

・直だき吸収冷温水機の冷却水管（送り、返り）。及び冷温水管（送り、返り）。

・熱交換器の温水管（送り、返り）。

下記の管に取り付ける。なお、タッピングは３２Ａとする。

・冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計　　・タッピング）を設け

　る。

・直だき吸収冷温水機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（・流量計　・タッピ

　ング）を設ける。

・空気調和機の冷温水管（送り又、返り）に（・流量計　　・タッピング）を設ける。
・冷温水ヘッダーの各送り管に（・流量計　　・タッピング）を設ける。

・設ける。

機械室内配管のつり金物は下記による。

・屋外露出管（給水管、消火管、冷温水管、膨張管、冷水管、温水管、オーバーフロー管

・風道の保温の外装は下記による。

屋
内
露
出

倉庫・書庫

各種機械室

中央機械室 ・着色亜鉛鉄板　　・アルミニウム板　　　・　

居室・廊下など ・亜鉛鉄板　　　　・着色亜鉛鉄板　

屋外露出及び浴室・厨房

などの多湿個所

・配管の保温の外装は下記による。

屋外露出及び浴室・厨房

などの多湿個所

各種

倉庫・書庫

・冷水及び冷温水のつりバンドには合成樹脂製の支持受を使用する。

・隠ぺいダクトのフランジ部（補強を含む）は厚さ２５　の保温を重ね巻きする。mm

、

　厚さは呼び径２５　のものは５０　、呼び径３２　以上のものは４０　とする。

・チャンバー及び風道の消音内貼り（図示個所）を施した部分は外部の保温を不要とする

・冷媒配管の保温は共通仕様書によるが、微細物はワンタッチウレタンフォームとする。

・アルミガラスクロス

機械室名

シングル ・ ・ ・ ・防振

ダブルつり金物

冷却水管、冷温水管、温水管、冷水管施工範囲

・還り風道の保温要（保温の厚さ２５　）mm

・　ＡＬＫロール（２５　）・外気風道の保温要（保温の厚さ２５　）mm

共通仕様書によるほか、下記の部分は本仕様による。

・建物内の空気抜き管の保温は共通仕様書の保水管の項による。

・空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、共通仕様書の排水管の項による。

・温水、冷温水及び補強ポンプの防凍保温は共通仕様書による。

　ドレン管、弁類を含む）は防凍保温を行う。その仕様は共通仕様書による。

　冷温水管、膨張管及び温水管も共通仕様書による。
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９
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水道引込工事

排水本管接続工事

雨水立樋

雨水立樋管末接続以降

天井切込及び補強工事

点検口（床　天井　壁）

給湯器リモコン及び附属品ケーブル（通線共）

スリーブ補強工事

消火器（設置台・表示板共）

機器への電源１次側配管配線工事

換気扇類のスイッチ取付け及び配管配線工事

洗面器・洗面カウンター

化粧鏡

機器基礎工事

レンジフードへのダクト接続

システムキッチン（フード・換気扇込み）

・接着剤＋アルミガラスクロス・ガラスクロス・亜鉛鉄板　

・亜鉛鉄板　　　・着色亜鉛鉄板　　・ステンレス鋼板　

・亜鉛鉄板　　　・着色亜鉛鉄板　　・ステンレス鋼板　

水道加入金及び負担金空気調和設備のピストンダンパの項による。

・下記の部分は１番手厚いものを使用する。

　範囲（・厨房用排気ダクト　　・　　　　　　　）

　　　　　　・外気取入れダクト）とする。

・厨房　　　　　・浴室

・低速風道

取付位置は（・図示した位置　　・ 送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

・排気ダクトは外壁面より１ｍ、給気ダクトは全ての部分に保温を施す

・個別光電管＋フラッシュ　　　　・一括光電管＋ハイタンク

・タイムスイッチ＋ハイタンク　　・照明連動＋ハイタンク

・露出　　　　　・いんぺい

・埋込　　　　　・露出

陶器製（・露出形　　　・　　　　　　）

・横形　　　　　・立形

・節水コマ　　　・普通コマ

・バキュームブレーカ付　　　　　・節水形

空気調和設備の防煙ダンパの項による。

・銅管　　　　　　　　　　

・取り付ける　　　　　　　

・耐熱性塩ビライニング鋼管　ＨＶＡ ・ポリブデン管

・湯沸器から水栓までのコンクリート壁埋込配管は防触ビニールテープ１／２重ね２回巻

　とする。

・膨張水槽及び減圧水槽の保温は（・要　　・　　　）とする。

・共通仕様書によるほか、下記の部分は本仕様による。

　バランス形以外のものはＤＳスイッチ（Ａ形）を取り付ける。

・屋内消火栓設備（・易操作性１号 ・１号 ・２号） ・スプリンクラー設備

配管用炭素鋼鋼管　(SGP)

・連結送水管 ・連結散水設備　 　・フード等用簡易自動消火設備

・二酸化炭素消火設備 ・泡消火設備 ・粉末消火設備　　・屋外消火栓設備

・粉末消火器

※行わない　　・行う

・都市ガス MJ/m3）

・液化石油ガス（発熱量 MJ/kg）

※あり ・なし

※マイコンメーター　　ガス漏警報器と連動（・あり・なし）

・ガス供給事業者の供給規定による。

・取付ける（※別途工事・本工事） 外部端子（・あり ・なし）

・取付けない

 　「使用配管材料一覧表」のとおり。

※貸与品 ・買取　　　・既存品移設

転倒防止用鎖　　※本工事 　・別途工事　　　　・既存品移設　

ガスボンベ　　　※別途（※50kg ・ 　）　　・既存品移設

・合成樹脂製　　　　・人研ぎ製

・水道用亜鉛メッキ鋼管　　　・排水用鋳鉄管（コーキング接合）

・ラバージョイント形排水鋳鉄管（メカニカル及びスクリュー形を含む）

・ステンレス鋼鋼管（高温排水系統）

・遠心力鉄筋コンクリート管　　　

　公団形流し等の床上露出部分の配管は、硬質塩化ビニール管（ＶＰ）でもよい。

・図示箇所に取り付ける。

・排水鋳鉄管の保温はロックウール保温帯を使用してもよい。

・給水設備の防錆の項による。施工範囲（・土中埋設管　　・　　　　　）

・衛生器具などの取り付け完了後に行う試験は、煙試験又は通水試験とする。

（発熱量

床下換気口

排水受益者負担金

１

２ 工事用電力、水
そ　　の　　他

３ 監督員事務所
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